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ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
自
身
の
任
期
が
終
わ
る
二
〇
二
四

年
を
見
据
え
た
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
一
月
一
五
日
の
年
次

教
書
演
説
で
憲
法
を
改
正
す
る
方
針
を
ぶ
ち
上
げ
、
さ
ら
に
プ
ー
チ

ン
が
一
二
年
に
大
統
領
に
復
帰
し
て
か
ら
八
年
間
首
相
を
務
め
て
き

た
腹
心
の
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
を
解
任
し
、
連
邦
税
務

局
長
官
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
シ
ュ
ス
チ
ン
を
後
任
に
指
名
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
は
演
説
の
五
日
後
、
改
憲
案
を
下
院
に
提
出
。
有
識
者

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
三
月
二
日
に
示
し
た
修
正
案
で
は
、
結
婚
を

男
女
間
の
も
の
と
す
る
こ
と
や
、「
神
へ
の
信
仰
」
や
「
祖
先
の
記
憶
」

へ
の
言
及
が
加
わ
り
、
保
守
色
が
強
ま
っ
た
。

　

改
憲
案
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
連
続
二
期
」
だ
っ
た
大
統
領
任
期
の

上
限
を
「
通
算
二
期
」
と
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
プ
ー
チ

ン
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
連
続
二
期
八
年
務
め
た
後
い
っ
た
ん
退
き
、

一
二
年
に
復
帰
し
た
。
こ
う
し
た
手
法
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
プ
ー

チ
ン
の
再
復
帰
の
可
能
性
も
消
え
た
よ
う
に
見
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
三
月
一
〇
日
、
世
界
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
知

ら
れ
る
ワ
レ
ン
チ
ナ
・
テ
レ
シ
コ
ワ
下
院
議
員
が
突
然
、
プ
ー
チ
ン

の
続
投
を
主
張
。
そ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
、
憲
法
改
正
を
機
に
大

統
領
経
験
者
の
任
期
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
内
容
が
、
改
憲
案

に
加
え
ら
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
あ
と
一
二
年
務
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
（
現
在
の
大
統
領
任
期
は
一
期
六
年
）。

　

プ
ー
チ
ン
が
本
当
に
続
投
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
レ
ー

ム
ダ
ッ
ク
化
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
用
意
し
て
お
こ

う
と
い
う
意
図
は
う
か
が
え
る
。
憲
法
に
新
た
に
明
記
さ
れ
、
内
政

朝
日
新
聞
論
説
委
員

駒
木
明
義

二
〇
二
四
年
に
迫
っ
た
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
。

電
撃
発
表
さ
れ
た
首
相
交
代
と
改
憲
の
提
唱
に

隠
さ
れ
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
意
図
と
は
？

提
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
改
憲
草
案
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
意
図
と
影
響
を
読
み
解
く
。　

プ
ー
チ
ン
の
目
指
す「
国
家
主
権
の
確
立
」

こ
ま
き　

あ
き
よ
し　
一
九
九
〇
年
東
京
大
学

卒
業
、
朝
日
新
聞
入
社
。
モ
ス
ク
ワ
特
派
員

（
二
〇
〇
五
～
〇
八
年
）、
政
治
部
次
長
、
国
際

報
道
部
次
長
な
ど
を
経
て
、一
三
～
一
七
年
モ
ス

ク
ワ
支
局
長
。
一
七
年
よ
り
現
職
。
共
著
に『
検

証
日
露
首
脳
会
談
』『
プ
ー
チ
ン
の
実
像
』。
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外
交
の
方
針
決
定
を
担
う
「
国
家
評
議
会
」
の
議
長
に
就
く
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

　

筆
者
が
二
月
に
訪
れ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
プ
ー
チ
ン
が
自
身
の

任
期
中
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
事
実
上
の
併
合
に
踏
み
切
る
可
能
性
も
、

真
剣
に
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
。

プ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
の「
ロ
シ
ア
の
権
力
」と
「
国
家
主
権
」
観

　

最
終
的
な
改
憲
案
は
四
月
二
二
日
に
国
民
投
票
に
付
さ
れ
る
。

プ
ー
チ
ン
が
改
憲
を
表
明
し
た
際
、欧
米
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に「
プ
ー

チ
ン
が
権
力
を
維
持
す
る
た
め
の
布
石
と
し
て
大
統
領
の
権
限
を
縮

小
す
る
」
と
い
う
見
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
大
統
領

の
権
限
は
ほ
と
ん
ど
減
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た

い
。
首
相
の
任
命
権
を
大
統
領
か
ら
下
院
に
移
す
が
、
候
補
を
提
案

す
る
の
は
大
統
領
だ
。
そ
れ
に
現
行
憲
法
で
も
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権

時
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
下
院
が
首
相
人
事
を
拒
否
す
る
こ
と
で

大
統
領
を
牽
制
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
。
要
は
議
会
の
構
成
次
第

と
い
う
こ
と
だ
。

　

プ
ー
チ
ン
色
が
濃
い
の
が
、
国
際
法
や
国
際
機
関
の
決
定
よ
り
も

憲
法
を
上
位
に
置
く
と
い
う
規
定
だ
。
欧
州
人
権
裁
判
所
が
ロ
シ
ア

の
人
権
侵
害
に
賠
償
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
り
、
ハ
ー
グ
の
常
設
仲

裁
裁
判
所
が
事
実
上
国
有
化
さ
れ
た
石
油
会
社
ユ
コ
ス
の
元
株
主
に

巨
額
の
賠
償
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
続
い
て
い
る

が
、
改
憲
後
は
公
然
と
無
視
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
プ
ー
チ
ン
に

と
っ
て
の
「
国
家
主
権
の
確
立
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
過
去
二
五
年

ロ
シ
ア
に
在
住
し
て
い
た
者
し
か
大
統
領
候
補
に
な
れ
な
い
と
い
う

新
規
定
も
、
単
に
米
国
に
留
学
経
験
が
あ
る
反
体
制
派
の
ア
レ
ク
セ

イ
・
ナ
バ
リ
ヌ
イ
を
選
挙
か
ら
閉
め
出
す
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

外
国
の
影
響
力
全
般
を
恐
れ
る
プ
ー
チ
ン
の
思
考
の
表
れ
だ
。
公
職

に
就
く
者
に
二
重
国
籍
を
禁
じ
る
規
定
も
同
根
だ
。

　

新
閣
僚
で
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
外
相
、

国
防
相
、
内
相
の
顔
ぶ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
外
交
、
安
全
保
障

政
策
に
大
き
な
変
化
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

一
方
で
、
そ
の
他
の
閣
僚
は
ミ
シ
ュ
ス
チ
ン
首
相
を
筆
頭
に
、
政

治
色
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
が
薄
く
、
高
い
実
務
能
力
を
買
わ
れ
て
登

用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
顔
ぶ
れ
が
目
立
つ
。
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
の

渦
中
に
あ
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
相
か
ら
副
首
相
に
昇
進
し
た
ビ
タ

リ
ー
・
ム
ト
コ
や
、
超
保
守
的
な
愛
国
路
線
で
知
ら
れ
る
文
化
相
の

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
メ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
閣
外
に
去
っ
た
。

　

来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
下
院
選
を
視
野
に
、
年
金
支
給
年
齢
の
繰

り
上
げ
や
経
済
低
迷
で
高
ま
る
国
民
の
不
満
を
な
だ
め
る
の
が
当
面

の
使
命
だ
。
中
長
期
的
に
は
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
依
存
か
ら
脱
却
で

き
る
か
。
結
果
を
出
す
こ
と
が
新
内
閣
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
●




